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会報 
ＮＯ.187 
 2025 年 
 ７月 10 日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
５
年
度 

 
 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 

瀬
戸
市 

加
藤
敏
晴
・
典
子
さ
ん 

 
 

 

１
０
０
０
円 

 

増
田
孝
喜
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

岡
田
守
弘
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

堀 

秀
夫
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

鈴
木 

守
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

横
山
文
代
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 

松
原
恵
子
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 

土
屋
鋼
平
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

細
江
弘
年
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

宇
佐
見
美
智
代
さ
ん 

 

 
 

 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

高
橋 

信
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

山
田
富
久
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

古
橋
和
佳
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

松
本
八
重
子
さ
ん 

２
０
０
０
円 

豊
明
市 

 

 

ゆ
た
か
福
祉
会
労
働
組
合 

 
 

 

３
０
０
０
円 

 
 

２
０
２
５
年
７
月
９
日
現
在 

+

０-

１ 

 
 
 

 
 
 
 
 

会
員 

１
５
７
名 

 
 

  

講
師
の
山
田
さ
ん
関
連
の
記
事

が
３
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 
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第 5回 8月 23日（土）

13：30～16：00 文

化センター12会議室  

在日コリアン 金景

愛？さんのお話 

※8 月 23 日（土）24

日（日）瀬戸蔵 ピ

ースステージ「森は

生きている」 

※美術展  

8 月 23 日文化セン

ター 

※人間と原爆展 や

すらぎ会館  8月2

日～15 日 

※パルティせと 8

月 8 日～20 日 原爆

高校生の絵 

「ピースフェスティバル in せと 2025」の予定 
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弾
薬
箱
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
森
月
さ
ん
（
左
）

と
山
田
さ
ん
（
右
）
・ 

 

豊
田
市
矢
並
町
広
畑
で 

ふ
た
つ
き
の
も
の
（
右
）
や
重
ね
や

す
く
細
工
さ
れ
た
も
の
（
左
）
も 

付近には火薬庫跡（地下壕）と推定される

陥没穴など数か所が見られる。 

５
月
３
０
日
、
会
員
で
も
あ
る
名
古
屋
市
在
住

の
山
田
富
久
さ
ん
が
、
豊
田
市
矢
並
町
で
発
見
さ

れ
た
弾
薬
箱
４
点
を
愛
知
名
古
屋
戦
争
資
料
館

（
大
津
橋
）
に
寄
贈
し
ま
し
た
。 

寄
贈
さ
れ
た
の
は
矢
並
町
広
畑
に
お
住
い
の

森
月
昭
さ
ん
で
す
。
山
田
さ
ん
は
、
八
並
分
廠
の

地
図
（
下
図
）
を
た
よ
り
に
、
当
地
を
探
索
さ
れ
、

当
時
の
こ
と
を
ご
存
じ
な
方
か
ら
、
分
廠
（
火
薬

庫
）
の
位
置
を
特
定
さ
れ
る
な
ど
精
力
的
に
調
査

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
森
月
さ
ん
宅
に
当

時
使
わ
れ
て
い
た
弾
薬
箱
４
点
を
発
見
さ
れ
、
森

月
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
大
津
橋
に
あ

る
愛
知
名
古
屋
戦
争
資
料
館
に
寄
贈
す
る
に
至

っ
た
わ
け
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
寺
脇
） 

 

矢並分廠の位置を表す地図（右）と現在の地図（左） 
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聖
霊
中
学
校
生
保
護
者
の
方
か
ら
頂
い
た
写
真

（
P
１
２
参
照
）に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

頂
い
た
数
枚
の
写
真
は
そ
の
方
の
曾
祖
父
に
あ
た

る
方
で
上
の
写
真
の
左
か
ら
２
番
目
の
軍
曹
「
吉
村

敏
一
」
さ
ん
で
す
。 

こ
の
写
真
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
赤
字
で
書
か

れ
た
文
字
は
大
変
精
細
で
に
じ
み
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
裸
眼
で
は
解
読
が
困
難
な
も
の
で
す
。
最

近
の
市
販
さ
れ
て
い
る
ペ
ン
で
も
こ
の
よ
う
な
細
か

な
文
字
は
書
け
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
拡
大
し
て

も
る
と
、
左
上
部
に
は
、 

「
昭
和
三
年
二
月
一
三
日 

岩
村
ニ
於
テ
」
と
あ
り

ま
す
。
現
在
の
恵
那
市
岩
村
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。 人

物
は
左
か
ら
「
中
尉 

杉
原
清
吉
」「
軍
曹 

吉

村
敏
一
」「
上
等
兵 

清
水
勇
次
郎
」「
一
等
卒 

山
下

又
吉
」「
一
等
卒 

高
山
吉
治
」
と
読
め
ま
す
。
後
ろ

に
は
鉄
筋
の
２
か
ら
３
階
建
て
の
建
物
が
あ
り
、右

側
に
は
一
般
の
見
学
人
ら
し
き
人
た
ち
が
い
ま
す
。 

左
の
写
真（
日
付
・
場
所
不
明
）に
は
吉
村
軍
曹
ら

し
き
方
が
前
列
の
兵
隊
に
軽
機
関
銃
の
訓
練
を
し

て
い
る
よ
う
な
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。  

（
寺
脇
） 
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前
号
か
ら 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

光
男
さ
ん
が
一
番
言
い
た
か
っ
た

の
は
、
生
き
残
っ
た
19
名
の
友
達
の
中

の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
お
子
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
子
ど
も
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
自
分
が
放

射
線
を
受
け
て
染
色
体
が
こ
の
よ
う

に
傷
つ
け
ら
れ
た
か
ら
、
子
ど
も
が
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
っ
て
ら

れ
る
。
お
医
者
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
ら
、

「
そ
れ
は
高
熱
が
出
た
か
ら
」
と
い
ろ
い
ろ
言
わ

れ
る
の
で
確
か
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
当

事
者
と
し
て
は
自
分
が
こ
う
い
う
体
に
な
ら
な

け
れ
ば
子
ど
も
が
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
の
に

と
い
う
の
が
あ
り
、
自
分
の
よ
う
な
体
を
持
っ
た
、

こ
う
い
う
染
色
体
を
持
っ
た
人
を
次
世
代
に
作

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
一
番
言
い
た
か

っ
た
こ
と
。 

原
子
爆
弾
と
い
う
の
は
放
射
線
、
放
射
物
質
を

出
す
こ
と
で
体
を
痛
め
る
わ
け
で
し
ょ
。
だ
っ
た

ら
２
０
１
１
年
に
３
．
１
１
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
で
私
た
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
ん
で

す
。
被
爆
者
の
話
を
聞
い
て
、
ど
の
人
の
話
を
引

き
継
ぎ
ま
す
か
と
い
う
と
き
に
、
児
玉
光
男
さ
ん

は
原
爆
放
射
線
の
怖
さ
の
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
原
発
も
だ
め
だ
よ
」
と
は
っ
き
り
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
同
じ
、
閉
じ
込
め
て
い

な
い
と
人
体
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
、
原
爆
も

原
発
も
、
元
の
仕
組
み
は
同
じ
も
の
だ
か
ら
、
ど

っ
ち
も
な
く
さ
な
い
と
だ
め
な
ん
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
こ
は
、
私
は
被

爆
者
の
中
で
、
そ
う
い
う
放
射
線
の
怖
さ
を
言
わ

れ
る
方
は
少
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
勉
強
熱

心
で
気
持
ち
も
若
い
方
で
パ
ソ
コ
ン
も
使
い
こ

な
し
て
い
た
方
な
ん
で
、
私
は
話
を
聞
き
継
ぐ
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
彼
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
で
き
る
だ
け
話
を
し
て

引
き
継
ぎ
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。 

最
終
的
に
は
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
自
分
が
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
旧
友

の
こ
と
、
語
り
た
く
て
も
語
れ
な
い
者
の
代
わ
り

に
自
分
は
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
、
背
中
の
後
ろ

に
背
負
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
か

ら
、
そ
れ
を
語
り
た
い
と
最
後
に
最
後
ま
で
話
し

続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
慰
霊
祭
の
近
く

で
し
た
7
月
の
終
わ
り
に
慰
霊
祭
が
あ
る
ん
で

す
が
体
調
が
悪
く
て
車
い
す
で
参
加
さ
れ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
日
の
夜
に
熱
が
上
が
っ
て
入
院
さ

れ
て
、
そ
こ
か
ら
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

そ
の
年
の
秋
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
年
の
慰
霊
祭
に
入
院
し
た
ら
出
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
み
た
い
で
、
そ
こ
ま
で

頑
張
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
で
児
玉
光
男
さ
ん

の
お
話
は
終
わ
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
―

後
略
・
お
わ
り
ー 

 
 

２
０
２
３
年
6
月
29
日
瀬
戸
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
保
存
す
る
会
主
催
で
広

島
か
ら
被
爆
体
験
伝
承
者
の
船
津
さ
ん

の
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
６
回

目
、
最
終
で
す
。 

 

（
寺
脇
） 
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第２回戦争体験を語り継ぐ会は 5月 24日 

瀬戸市文化センターで保存する会主催で行

いました。講師は各務ヶ原市在住で郷土史

家の福手一義さんに「米軍資料からみる熱

田空襲」と題してお話していただきました。

各務ヶ原市で空襲の被害にあった柱など貴

重な資料を見せていただきました。鈴木守

にはご自身で制作された 250ｋｇの模型な

どを展示していただきました。 

6 月 28 日は第 3 回として被爆 2世の大村義

則さんに被団協がノーベル平和賞を受賞し

た意味についてお話していただきました。 
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事務局会では昨年来、市内にある戦争

遺跡保存に対する「考え」を①行政（市

長、）②市内各種団体長（瀬戸市教育委

員会教育長・瀬戸市小中学校社会科究会

会長、瀬戸市教員組合組合長・瀬戸市教

職員労働組合執行委員長）③瀬戸市議

会議員に質問状を送付しました。 

なお、②③については市長の回答に対

する考えをお聞きしました。結果は②の

回答は４名中３名、回答がなかったのは、

瀬戸市教員組合組合長で③の瀬戸市議

の場合は回答が２６名中２名（日本共産

党瀬戸市議団）のみで、それも内容をみ

ると「０回答」です。 

これまでの経緯をふまえ、回答内容

と、無回答に対する、みなさまのご意見

をお待ちしております。 （寺脇）      

番号 96（愛知航空機㈱瀬戸工場） 

国や愛知県と協議を行い検討していくものと考えております。 

番号 97（法雲寺の梵鐘代替品〉 

平成 9年瀬戸市指定有形文化財（歴史資料）となって以降市文化財保護条例による保存

対象でありますので、所有者様とともに瀬戸市はその保存・継承について今後とも尽力し

てまいります。 

番号 98～101（防空壕） 

陥没等の危険性があり、土地所有者様が希望する場合は維持管理課が閉塞等の対策を

いたしますが、存置する場合は土地所有者の管理と考えております。 

これまでの経緯 
 

2006 年 愛知県史別冊で愛知県下の戦争遺跡を番号付け（瀬戸地は 96 番～101 番） 

2023 年 11 月 愛知県県民文化局文化部文化芸術課文化財室長名による愛知県各市 

       区町村に対する戦争遺跡調査依頼 

2024 年 2 月 瀬戸市文化課による調査報告を愛知県に提出。番号 97（梵鐘代替品以 

      外は現地調査を行わず報告。番号 98～101 の防空壕は「不明」と報告、 

2024 年 10 月 24 日 

  保存する会代表梅野敏基名で瀬戸市長に対して上記の調査結果内容、戦争遺跡  

  の保存・継承に向けての瀬戸市の方針に対する質問状を提出（プロモーション 

   課、文化課） 

2024 年 11 月 17 日 瀬戸市長名での回答 

2025 年 2 月 1 日  市長の回答を受け、瀬戸市内主要団体長 4 名に対して見解の 

          質問状郵送にて提出 

2025 年 2 月  瀬戸市教育委員会教育長・瀬戸市小中学校社会科究会会長、 

        瀬戸市教職員労働組合執行委員長から回答を得る。 

2025 年 4 月 22 日 瀬戸市議会事務局に議員あての質問状を提出。 

2025 年 6 月 4 日 日本共産党瀬戸市議団からのメール授受 

瀬戸市長名での回答 （戦跡保存・継承に関するもののみ抜粋） 
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戦争遺跡の保存・継承に向けての見解について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は瀬戸市民のために格別のご高配を

賜り、誠にありがとうございます。 

私どもの会は 1990 年に瀬戸市水野地区にある貴重な戦争遺跡である愛知航空機瀬戸疎開工場跡地

の保存と管理、そして現地見学等を通して市民の皆様にその存在をお知らせする活動を行ってまいり

ました。その 35 年の間に、社会科だけでなく、ゆとり教育や総合的学習において、瀬戸市内の小中

高校の学習における教材として広く活用していただきました。 

 また昨今、世界では多くの戦争や争いなど国家の主権や住民の人権をも無視した行為は自ずと平

和への関心を子どもたちにも深め、より一層、戦争遺跡のもつ存在意義を高めるものとなりました。 

 しかし、昨今、ゆとり教育の見直しや英語教育、情報教育等の導入により、総合的学習だけでな

く社会科教育の根幹の一つである地域学習の重要性が置き去りにされ、教材としての地下工場跡地が

瀬戸市内の小中学校から忘れ去られようとしています。 

 愛知県は一昨年 11 月に県下に現存する戦争遺跡調査を県内各自治体担当者に向けて調査依頼を

実施し、その上で、現地調査などを行い、県の文化財への指定や登録を促すなど、適切な保存方法の

検討を進めることにしています。 

 このように戦争遺跡に対する歴史的・文化的価値に再び光を当てていただいたことは、私ども戦

跡保存運動に関わる者にとって大きな力を与えていただくものです。 

 会では昨年、瀬戸市長あてに県からの指示にたいする市の調査結果の報告と戦争遺跡保存継承に

対する市の方針について、質問書を提出し、別紙のように回答をいただきました。 

 つきましては、以下の点に関してのご見解を賜りたくご依頼申し上げます。定例議会前のお忙し

いときに誠に恐縮ではございますが、５月末日までに文書にて、ご回答いただきたく申し入れます。

なにとぞよろしくお願い申し上げます。                                   

敬具 

記 

瀬戸市内の戦争遺跡の保存・継承に向けての瀬戸市の回答（別紙）についての御見解 

4月22日 市議会事務局に提出（一部抜粋） 

 瀬戸市内の戦争遺跡保存・継承に向けての瀬戸市の回答について、考えは一致してお

ります。なお、遺跡につきましては、小学校の「副読本 新しいせと」や中学校の「副読

本 瀬戸」に掲載されております。 

 

「瀬戸市内の戦争遺跡の保存・継承に向けての瀬戸市の回答についてのご意見」を、との

ことですが、瀬戸市小中学校社会科研究会は、社会科に興味関心のある教員が集まり、授業

方法の検討や地域資料の発掘および授業への活用方法などを主たる活動としている自主的な

会でございますので、貴会と瀬戸市のやりとりについては口を差し挟む立場にはございませ

ん。よって本件の意見につきましては差し控えさせていただきます。 

 

瀬戸市地下軍需工場跡を保存する会が瀬戸市に対して要請した内容についての市当局の回

答があまりにも消極的であり残念でなりません。今年は、戦後 80 年の節目の年、「昭和 100

年」ともいわれ、平和に関する様々な企画が展開されるでしょう。「戦争遺跡を保存する会」

をはじめとする諸団体の協力のもと、戦争遺跡の保存や戦争の記録の掘り起し、継承の取組

を瀬戸市の施策に組入れることを強く要望します。 

 

瀬戸市教育委員会教育長 加藤正彦様  2 月 7日付 

瀬戸市小中学校社会科研究会会長 加藤篤様 2月 7 日 

瀬戸市教職員労働組合執行委員長  小林友子様  2 月 12 日付 
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日本共産党瀬戸市議団からのメール（6 月 4 日受け 波線は事務局で） 

 

連日の活動に心から敬意を表します。 

戦後 80 年を迎え、戦争体験者の高齢化が進み、悲惨な体験をいかに後世に継承し

ていくかが課題となっています。また、２０１５年の安保法制の成立、２０２２年

の敵基地攻撃を明記した安保３文書の閣議決定、8 兆７千億円にも上る２０２５年

予算での防衛費など、戦争を二度としないと誓った憲法９条を骨抜きにし、戦争で

きる国づくりに向けた動きがいっそう強まる中で、戦争遺跡を史跡や文化財として

保存し、平和のために「戦争」を語り継ぐ活動に生かす取り組みがますます重要と

なっています。戦争遺跡は、主に１８９４年開戦の日清戦争前後から１９４５年の

アジア･太平洋戦争終結頃まで、旧日本軍の司令部跡や壕などの軍事施設や軍需工場

の跡、戦争で被害を受けた建物などを指し、日本国内に約３万ヶ所あるといわれて

います。 

「戦争遺跡保存全国ネットワーク」など各地の平和や歴史教育にかかわる団体な

どの保存を求める運動が広がっていますが、国と地方自治体によって保護されてい

るのは約２００カ所です。継承の弱まりや施設の老朽化、再開発などによって姿を

消してしまう例も少なくありません。遺品の散逸も心配されています。日本の侵略

を謀略戦の側面から明らかにする建物や資料の数々は平和を発信するうえで貴重な

役割を果たしています。地域に残る戦争の傷痕をとどめ、戦争を繰り返さないため

の「財産」にしていく取り組みが大切です。そのためには戦争遺跡の歴史的背景や

事実が正確に伝えられる必要があります。第２次大戦末期に建設された長野市の「松

代大本営地下壕」の説明文で、朝鮮人労働者の動員について「強制的に」の文字が

テープなどで隠されたことが問題になったことがありました。多数の朝鮮人労働者

を強制的に連行した事実を隠すようなことは、戦争遺跡のもつ意味を損なうもので

す。自治体が設置した戦争資料館で、日本の加害責任の展示を後退させる動きがあ

ることも見逃せません。埼玉県平和資料館では年表から「南京大虐殺」「慰安婦」な

どの記述がなくなりました。大阪府の「ピースおおさか」では、日本の中国侵略や

朝鮮の植民地支配などの展示を変更・見直す方向が検討され、府民らから「加害の

事実を隠してはならない」との声があがりました。日本の侵略と植民地支配がアジ

アの人たちに多大な被害をもたらした事実をゆがめることは、現在と未来にも目を

つぶるものです。アジアや世界の国々との友好の発展のうえでも重大な妨げです。

侵略戦争と植民地支配に無反省な自公政権が「戦争できる国」へ暴走するもと、戦

争の実相を次代に継承することがいよいよ重要です。戦争体験者が高齢化で減少す

るなか、戦争の記憶をしっかりとどめ、二度と戦争を起こさない力にすることが求

められます。 

市の回答については、それぞれの事柄の背景や情報が私たちの側に十分ではない

ため、現状においては見解を述べることはできかねます。ご了承ください。 

 

瀬戸市内の戦争遺跡 6か所に対する瀬戸市の回答（P７）に関しては、詳細な知識は

不要かと思います。 

例えば番号９６の疎開工場跡地保存について瀬戸市は「国や県と協議する」としか答

えておらず、瀬戸市の立場を明確にはしていないのです。その点だけをとっても批判で

きるものと思いますが、如何に。    寺脇 
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7 月 20 日に参議院選挙があるということです

が、私が住んでいる多治見の団地では選挙カーの

声も届いて来ず、きわめて静かな毎日を過ごして

います。しかし、インターネット（とくに YouTube）

を開いたりすると、とたんに勇ましい声が響きわ

たってきます。 

2025 年は戦後 80年、昭和 100 年の年で、ちま

たでは、いろいろなイベントがあるようですが、

私どもの会では高齢化に加え、少数弱体化で、大

きな行事を企てる力は持ち合わせていません。し

かし今まで培った多くの情報やデータなどを書籍

ではなく DVD に残すという計画がありますが、今

年中にできるか心配です。 

        2025 年 7 月９日（T） 

            

         

 

 

 

 

 

                       

ありがとうございました！ 

 寺脇さん、お返事ありがとうございます。 

入力作業を行っていると、自分が足を運んだこ

とのある住所を度々目にします。この場所で空襲

を受けて亡くなられたのかと思うと今日のウクラ

イナやパレスチナの人々のことも頭をよぎり、戦

争のない世界にしなければとの思いがわきまし

た。 

少々時間がかかるかもしれませんが、グループ

のみんなで引き続き入力に取り組みます。 

 

6 月 21 日（土）瀬戸市内にある聖霊中学

校の生徒 5 名と保護者・教員の方たち 7 名

が地下工場跡地の見学に来られました。梅雨

の晴れ間の暑さの中、熱心に見学されていま

した。見学会終了後、昭和区在住の保護者の

かたから、曾祖父と祖父の写真などの遺品が

あるのでご活用していただけるのなら寄贈

しますという申し入れがあったので、喜んで

ご自宅に伺いました。４P に頂いた貴重な写

真の一部を掲載します。ありがとうございま

した。          （寺脇） 

 
 

前号 186号の中で鈴木守さんが作成された 250

㎏爆弾の模型の説明文中、「熱田空襲で大量に

投下され」という文言がありましたが、6月 9日

の愛知時計・愛知航空機に対する空襲の中で使

用された爆弾は２ｔ爆弾が１２１発、１ｔ爆弾が 23発

（2019年さくら舎発行「日本大空爆」より）でし

た。誤記のお詫びと訂正をします。申し訳ありま

せんでした。 

          （事務局：寺脇 

６月 25 日（水）愛知大学で空襲被害者

名簿（徴用・動員）のエクセル入力作業

にご協力をしていただこうとお願いに

あがりました。上記のメールはそのとき

の学生さんから頂いたものです。（寺脇）  


